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日常生活における“お困りごと”を24時間365日、
電話などを通じて「解決する」様々なサービスを提供しています。

クライアントのお客さま

自動車のトラブル

海外でのトラブル

住まいのトラブル

海外でのトラブル解決

暮らしのトラブル解決

自動車のトラブル解決
パンク・脱輪・搬送等、
故障・事故への緊急駆けつけ対応

住宅・駐車場のトラブルに
それぞれ特化した専門スタッフが
駆けつけ対応

14ヶ国17拠点のグローバル
ネットワークと提携医療機関との
連携によりサービス提供

解　決

専門部隊が急行

コンタクト
センター
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BPO拠点を拡張させていくことで
安定的に成長し続けています。

成長を継続するための
富山BPOタウン
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■■売上高　　営業利益
（単位：億円）

BPO拠点の拡張に
比例して業績も順調に拡大

2003年10月
秋田BPOキャンパス開設

2013年11月
山形BPOガーデン開設

2015年4月
富山BPOタウン開設

撮影：ブルーアワーズ/沖 裕之

撮影：Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc.

魅力的な職場環境と高品質な
サービスインフラを

構築することにより業容を拡大
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地域に根ざし、当社にしかできない  独創的なサービスの実現を目指します。
ご挨拶

　株主の皆様には平素より格別のご支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。ここに当社グループの第30期（2015

年4月1日から2016年3月31日まで）の報告書をお届
けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
　第30期は、秋田BPOキャンパス、山形BPOガーデン
に続き2015年4月に富山BPOタウンが竣工し、災害時
のリスク分散の観点から3拠点でのBCP（事業継続計
画）体制を固める足場が整う節目の1年となりました。
　当社グループの2016年3月期の業績は、主要事業で
あるロードアシスト事業、プロパティアシスト事業、インシ
ュアランスBPO事業にて事業領域を拡大し、売上高は前
期比11.0%増となりました。利益面においては、富山
BPOタウン竣工、業務移管に伴うコスト負担が発生した
ものの、為替の影響で同13.3％増と引き続き過去最高益
を達成しております。なお、経常利益は、主に為替差益

141百万円の計上により同24.6%増となり、親会社株主
に帰属する当期純利益は、同51.8％増となっております。

中期事業計画の進捗について

　当社グループは2015年6月に下記を主軸とした中期
事業計画を策定いたしました。
・継続的・安定的な成長
・PIでしか実現できないサービスの創造
・地方都市での雇用の創造・継続
・女性の雇用機会の創出
　これら4つの戦略を効果的に融合、バランスを持った
経営を行うことで成長性・収益性・効率性を向上、維
持し、強固な組織の構築を目指しております。
　当社サービスの価値を認めていただけるクライアン
ト企業との長期的な関係構築を見据えると同時に、
当社でしか実現できないサービスを創造すべく、取り組

代表取締役社長執行役員 玉上　進一

売上高
百万円

業績ハイライト

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

22,223
24,225 24,619

30,000
27,328

経常利益
百万円

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

2,704

2,158

2,983

3,8003,717

営業利益
百万円

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

2,809

2,380

2,952

3,750
3,345
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各拠点にて下記の通り活動を行っております。
・山形BPOガーデン ：バレーボールチーム
・秋田BPOキャンパス ：バスケットボールチーム
・富山BPOタウン ：ハンドボールチーム
　地域に馴染みのあるスポーツチームの活動により、当
社グループの知名度が向上し、採用にも有利な状況とな
っていると考えております。また、当社の社会貢献方針で
ある地域の活性化としても高い評価をいただいております。
　このような取り組みを通じて優秀な人財がホスピタリ
ティ（心配り）のあるサービスに集中することができ、
「新たなビジネス領域へのチャレンジ」と「高い品質確保」
の両輪の効率的な稼動を目指します。
　お陰様をもちまして当社は創業30周年を迎えることと
なります。節目であるこの機会に、今後も株主の皆様の期
待にお応えできるよう、当社グループの役員・従業員一
丸となり邁進してまいる意を改めて確認いたしました。変
わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

地域に根ざし、当社にしかできない  独創的なサービスの実現を目指します。
みを進めてまいりました。具体的には、エネルギー自由
化に伴いエネルギー供給会社さまが様々なサービスを
開発する中で、当社で提供している水や電気などのトラ
ブル時における「駆けつけサービス」のサービスパッケー
ジとしての提供を開始いたしました。他方、保険、保証
の分野にて当社が培ってまいりました知見を応用し、近
年増加する訪日外国人旅行者が滞在時に病気や怪我に
見舞われるリスクに対応し、病院の手配や通訳サポート、
治療実費の病院への直接支払いを行うサービスを開始
いたしました。
　同時に、独創的なサービスを安定して実現し続けるた
めには人がボトルネックにならないビジネスモデルを
構築する必要があります。昨今の景況感から有効求人
倍率が上昇し、以前に比較して人財の確保が困難な状況
であると認識しております。一方で、クライアントからの
需要は依然として高い状況にあり、人財が確保できない
ためにサービス開始が遅れるといったリスクが高まって

いると分析しています。具体的な取り組みとしては、ロ
ードアシスト事業において、スマートフォンアプリからト
ラブルの場所や内容、契約の確認を行い、出動スタッフ
の自動手配を行える「プレミアアシスト・ダイレクト」
を開発し、特許を取得いたしました。従来の手配に係る
工数を効率化することにより、人財を「人でしかできな
い」サービスに再配分し、高い品質を維持することを企
画しております。
　加えて、当社グループとして目指す「感謝・感動」
を追求したサービスの実現のためには、優秀な人財
の採用も不可欠です。当社BPO拠点で働く従業員
の7～8割は女性であるという点から、専属の保育士
が勤務する企業内託児所やカフェテリアなど子育て
と仕事を両立できる快適で働きやすい就業環境を設
けております。
　2015年度より活動を開始いたしました女子実業団
チームでは、このたび新たにハンドボールチームが結成、

親会社株主に帰属する当期純利益
百万円

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

1,981

1,409

1,758

2,6002,668

1株当たり当期純利益
円

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

65.59

47.55

56.99

82.6785.26

1株当たり配当金
円

2014/32013/3 2015/3 2016/3 2017/3
（予想）

10.00

7.50

11.00

14.0014.00
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ロードアシスト事業 プロパティアシスト事業 インシュアランスBPO事業

●前期獲得した新規案件の寄与、既存業務の
　順調な拡大により増収
●営業利益は、システム化など業務効率化を推進した
ものの富山BPOタウンへの業務移管に伴う
　コスト増により減益

当期のポイント

●既存クライアントの利用率向上をベースとした
　安定的な成長
●リース会社、自動車販売ディーラー等の新たな
　サービスメニューの拡充

次期の戦略

●既存クライアントのストック物件への
　サービス導入推進
●エネルギー自由化領域等新たなマーケットへの挑戦

次期の戦略

●独創性の高いヘルスケアプログラムの拡充
●「インバウンド・民泊」の新たなマーケット展開への
挑戦

次期の戦略

当期のポイント 当期のポイント

●不動産専有部サービス（ホームアシスト）での新規
　業務受託の開始と既存受託業務の成長により増収
●営業利益は、堅調な事業拡大と現場対応を行う
　子会社の安定的な稼動により増益

●主に海外駐在員向けサービス
　（ヘルスケアプログラム）の拡大により増収
●営業利益は、業務移管コスト等は
　発生しているものの、事業領域拡大で吸収し増益

103億18百万円
前期比20.2%増

売 上 高 32億53百万円
前期比16.9%増

売 上 高 33億30百万円
前期比13.7%増

売 上 高

10億86百万円
前期比8.4%減

営 業 利 益 2億48百万円
前期比62.5%増

営 業 利 益 4億86百万円
前期比22.3%増

営 業 利 益

37.8
%

売上高構成比

11.9
%

売上高構成比

12.2
%

売上高構成比
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●開発案件の契約・検収が進み、増収増益

ワランティ事業 カスタマーサポート事業

ITソリューション事業

●家賃保証プログラムの安定的な成長
●新規保証サービスの開発・展開による
　総合保証サービス事業への挑戦

次期の戦略

●海外カード発行サービスの安定的な成長
●富山BPOタウンの積極的な活用、
　ノウハウ蓄積型コンタクトセンターの推進

次期の戦略

当期のポイント 当期のポイント

当期のポイント

当期のポイント

●家賃保証プログラムの好調な推移により増収
●営業利益は、家賃保証プログラムの続伸と
　自動車延長保証・メンテナンスプログラムの
　収益改善により大幅な増益

●クレジットカードサービスは安定的に
　推移したものの、一部業務の縮小等の発生により減収
●営業利益は、富山BPOタウンへの業務移管に伴う
　コスト増により減益

34億14百万円
前期比1.7%増

売 上 高 49億63百万円
前期比2.7%減

売 上 高

9億69百万円
前期比4.9%増

売 上 高

6億49百万円
前期比1926.7%増

営 業 利 益 6億68百万円
前期比31.0%減

営 業 利 益

1億01百万円
前期比34.4%増

営 業 利 益

12.5
%

売上高構成比

18.2
%

売上高構成比

●主にグループ会社（株式会社プライムアシスタンス）
への人材派遣業務が堅調に推移し、増収
●営業利益は、スポーツ事業への先行投資が影響し減益

派遣・その他事業

10億78百万円
前期比15.3%増

売 上 高

1億00百万円
前期比31.1%減

営 業 利 益

3.9
%

3.5
%

売上高構成比

売上高構成比
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新中期事業計画の達成に向けて
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駆けつけ業者コンタクトセンター

2016年4月の電力小売り全面自由化に続き、次年度に控えるガスの小
売り完全自由化。参入企業増加に伴い競争が生まれ、消費者にとっては
価格やサービスが向上するメリットがありますが、企業はサービスに
独自性を持たせる必要があります。当社はこのマーケットでの独創的
なサービス提供に挑戦すべく、2016年4月から東京ガス株式会社と提
携。「生活まわり駆けつけサービス」の提供を開始し、基盤を構築しまし
た。プロパティアシスト事業で培った「駆けつけサービス」をより強力
な差別化サービスとして展開していく予定です。

エネルギー自由化は、ビジネスチャンス?！
「駆けつけサービス」で強力な差別化を図る

東京ガスのお客様

修理手配

応急処理

水回り、鍵、ガラス
トラブル発生

2018年3月期をゴールとした新中期事業計画。
売上高350億円、営業利益率13％、ROE15％を目標に掲げました。
この計画達成には「継続的・安定的な成長」、「プレステージ・インターナショナルで
しか実現できないサービスの創造」が必要です。
ここでは、達成に向けて挑む、当社の取り組みについてご紹介いたします。

350億円
売上高

10%

R O A

13%

売上高営業利益率

15%

R O E

20%

連 結 配 当 性 向

2018年3月期数値目標

2014年
3月期

222億円

2018年
3月期

350億円

売 上 高 273億円

246億円

2016年
3月期

（2016年3月期 12.2%）

（2016年3月期 10.3%）（2016年3月期 273億円） （2016年3月期 16.1%）

（2016年3月期 16.4%）
2015年
3月期
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日本政府が掲げる「観光立国推進基本計画」。外国人旅行者が増える
と共に様々なビジネスチャンスも生まれています。日本人の海外旅
行・駐在でのトラブルを解決してきたインシュアランスBPO事業、住
宅設備の問題を解決してきたプロパティアシスト事業のノウハウと
多言語対応コンタクトセンターを持つカスタマーサポート事業の相
乗効果により当社でしかできないサービスの構築が可能と考えてい
ます。この新たなマーケットへ挑戦いたします。

インバウンド・民泊領域の可能性
申請、通訳から問題解決まで「インバウンド・民泊」事業へ参入 人

が〝
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
〞に
な
ら
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

専門性の高いコンタクトサービスが求められる中、当社のビジネスも
急速に拡がっています。一方、最近の景況感から人財確保も課題のひと
つ。効率化を一層進め、ホスピタリティが求められる「人でしかできな
いビジネス」に人財を再投資し、高品質で継続的・安定的な成長が可能
なモデルの推進に挑戦いたします。
例えば「プレミアアシスト・ダイレクト」。利用者にスマートフォンアプ
リを提供し、契約番号、トラブル内容や位置情報により最適な出動隊員
を手配。現場へのより迅速な到着と業務効率改善の双方を行う試みで
す。

「人」でしかできないビジネスへの集中
まずは「プレミアアシスト・ダイレクト」から

インバウンド・民泊ビジネス

通訳サービス

当社サービス

メディカル
キャッシュレスサービス民泊施設サービス

利用者

利用

データ 応答

データ

（契約内容）
位置情報

レスキュー

現場
出動部隊

プレミアアシスト・
ダイレクト
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地域社会と歩みを共に 地域をもっと元気に、
地域がひとつになれる こと

秋田BPOキャンパス
女子バスケットボール

山形BPOガーデン
女子バレーボール

富山BPOタウン
女子ハンドボール

当社はこれまで、地域の皆さまと一体となり成長を続けてまいりました。歩みを共にする中で、「地域をもっと
元気にする方法はないか、地域がひとつになれることはないか」という思いが芽生えるようになり、安心して
地元に戻ってくることのできる環境、また女性がより一層活躍できる場を整備したいと考えております。
2015年からスタートさせた実業団スポーツは、秋田BPOキャンパスでのバスケットボールチーム、山形BPO

ガーデンでのバレーボールに続き、今年度新たに富山BPOタウンにてハンドボールチームが活動を開始しま
した。ハンドボールは名前の通り手を使ってボールを投げるスポーツですが、スピード・迫力ある攻防や華麗
なシュートが魅力。10月の国体、そして2017年の日本リーグ参戦を目指します。

富山BPOタウン 女子ハンドボールチーム 2016年 始動
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富山にハンドボールチームが創設され、再
び地元で競技に取り組めることを大変嬉し
く思っております。チームとしての活動は、
まだ充分とは言えませんが、社員の皆さま
はじめ、地元関係者のサポートのおかげで、
恵まれた環境のもと日々練習に取り組んで
おります。仕事とハンドボールの両立を目
指し、地域の皆さまか
ら愛されるチームを
目標に、監督・選手一
丸となって努力して
まいりますので、今後
ともよろしくお願い
いたします。

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。当社グループでは、株主の皆さまのお声を伺い、
株主さまとコミュニケーションの充実を図っていきたいと考えております。
5回目となる株主さまアンケートも、株主の皆さまよりご回答ならびに温かいご支援のお言葉をいただき
ましたこと、心より御礼申し上げます。いただきましたご意見は、積極的に経営に活かしてまいります。
集計結果、株主の皆さまのお声の一部をここにご紹介いたします。地域社会と歩みを共に 地域をもっと元気に、

地域がひとつになれる こと アンケート結果

都内での投資家向け説明会が
あれば参加したいです。

ご関心をお寄せいただきありがとう
ございます。
個人投資家さま向けのIR活動は積極
的に行う方針でございまして、証券会
社等にご協力をいただき適時開催さ
せていただく所存です。

＜関東・自営業・20代・男性＞

配当のアップもしくは
株主優待を導入してほしい。

貴重なご意見をありがとうございます。
配当に関しましては業績動向を勘
案し継続的・安定的に実施する方針
であり、新中期事業計画に掲げた、
2018年3月期の連結配当性向20％
を目指しております。株主優待に関し
ましても、皆さまのご意見を伺いな
がら、検討を進めてまいります。

＜近畿・会社員・50代・男性＞

富山県進出のニュースを聞いて
県民として早々に投資しました。
売りません。ずっと応援しています。

大変嬉しいお声をありがとうござい
ます。当社はサービス業であるため形
のある製品はございませんが、BPO
拠点をご覧いただきご評価いただく
のは大変光栄なことです。
施設見学に関しては継続的に企画を
行い、多くの投資家さまに実際に触れ
ていただきたいと考えております。

＜北陸・無職・70代以上・男性＞

株主の皆さまからいただいた声（一部抜粋）

前回のFINANCIAL REPORTで
ご興味を持たれた内容は何ですか？

当社の現状をどのように
評価されますか？

当社株式の今後の保有方針等を
お教えください。

地域の皆さまに愛される
チームを目指します。

ハンドボールチーム
キャプテン

横嶋  遥さん
よこしま   はるか

■Message  14%
■新中期事業計画  40%
■TOPICS  9%
■連結財務諸表  13%

■事業別業績サマリー  12%
■会社概要  6%
■株式情報  4%
■未回答  2%

■期待  33%
■やや期待  40%
■普通  19%
■やや不満  4%

■不満 0%
■よくわからない 3%
■未回答 1%

■中長期的に保有する  74%
■短期で考えている  1%
■買い増しする  7%
■投資収益に応じて売却する 6%

■未定 10%
■未回答  2%
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会社名 株式会社プレステージ・インターナショナル
 Prestige International Inc.
設　立 1986年10月
資本金 12億9,460万円
本社所在地 〒102-0083 東京都千代田区麹町二丁目4番地１
事業内容 ビジネス・プロセス・アウトソーシング
従業員数 2,872名（連結）
拠　点 世界14ヶ国 17拠点
U R L  http://www.prestigein.com/

会社概要 株式情報

 会社概要（2016年3月31日現在）

 ネットワーク（2016年3月31日現在）

代表取締役社長執行役員 玉上　進一
取締役副社長執行役員 八久保　勝也
取締役常務執行役員 関根　浩
取締役（社外）  大向　尚子
取締役（社外）  林　史朗
監査役（常勤）  吉田　範夫
監査役（常勤）  石野　豊
監査役　　　　 三上　純昭
監査役　　　　 神門　いづみ

 会社役員（2016年6月24日現在）

Prestige Humansolution Inc.
Time Commerce Co., Ltd.
Premier Assist Inc.
Premier Life Inc.
Premier Property Service Inc.
Entrust Inc.
Premier IT & Process Management Inc.
Premier Park Assist Inc.
Premier X-Value Inc.
Premier Lotas Network Inc.
Triple Ace Inc.
Premier Mobile Solution Inc.
AppGT Inc.
Premier Aid Inc.

国内
Prestige International USA, Inc.
Prestige International U.K. Ltd.
PRESTIGE INTERNACIONAL
DO BRASIL LTDA.

米州・欧州
Prestige International （S） Pte Ltd.
普莱斯梯基（上海）咨洵服務有限公司
PRESTIGE INTERNATIONAL 
（THAILAND） CO., LTD.
Prestige International （HK） Co., Limited
PRESTIGE INTERNATIONAL 
AUSTRALIA PTY LTD.
P.I.PHILIPPINES,INC.
臺灣普莱斯梯基有限公司
JAPANESE HELP DESK INC.

アジア・オセアニア

グループ会社
Prime Assistance Inc.
（損保ジャパン日本興亜ホールディン
グスとのジョイントベンチャー）

関連会社

発行可能株式総数  106,752,000株
発行済株式総数  31,451,000株
株主数  2,243名

 株式の状況

ご注意
1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請
求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問合せください。
株主名簿管理人（みずほ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、みずほ信託銀行が口座管
理機関となっておりますので、みずほ信託銀行
にお問合せください。

3．未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀
行でお支払いいたします。

証券会社に
口座をお持ちの
場　合

特別口座の
場　合

郵便物送付先

お取引の
証券会社に
なります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4

電話お問合せ先 0120-288-324
（フリーダイヤル）

お取扱店

みずほ信託銀行株式会社
本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社本店
及び全国各支店

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 3月31日
 その他臨時に必要がある場合には、
 あらかじめ公告いたします。

配当金受領 期末配当　3月31日
株主確定日 中間配当　9月30日
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
 諸手続きに関しましては、みずほ信 
 託銀行株式会社のホームページを 
 ご参照の上、行っていただきます
 ようお願いいたします。

同連絡先 みずほ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒168-8507
 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 0120-288-324（フリーダイヤル）
 （ご利用時間 9:00～17:00 土・日・休日を除く）

公告掲載方法 電子公告

 株主メモ

 株式の状況

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社タマガミインターナショナル 8,217,200 26.13

ステート ストリート バンク アンド
トラスト カンパニー 505224
（常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部）

2,200,000 7.00

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 2,137,800 6.80

ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニー レギュラー アカウント
（常任代理人 ゴールドマン・サックス
証券株式会社）

1,794,000 5.70

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 1,518,300 4.83

玉上　進一 923,000 2.93

ビービーエイチ フイデリテイ
ピユーリタン フイデリテイ
シリーズ イントリンシツク
オポチユニテイズ フアンド
（常任代理人 株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

905,700 2.88

南部　靖之 900,600 2.86

ビービーエイチ フオー フイデリテイ 
ロープライスド ストツク フアンド
（プリンシパル オールセクター
サブポートフオリオ）
（常任代理人 株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

747,500 2.38

ジェーピー モルガン バンク
ルクセンブルク エスエイ 380578
（常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部）

704,300 2.24

 所有者別株式分布状況
金融機関：
54,387単元（17.3%）

証券会社：
2,535単元（0.8%）

その他の法人：
88,785単元（28.2%）

外国人法人等：
123,948単元（39.4%）

個人・その他：
44,843単元（14.3%）

314,498
単元

●法人　●支店・駐在所

東京富山
上海
香港

台北
マニラ

ロンドン

デリー
バンコク

クアラルンプール シンガポール

ジャカルタ

シドニー

ロサンゼルス
（アーバイン）

サンパウロ

秋田山形

CORPORATE INFORMATION 会社情報


